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第
八
節
養
生
所
の
診
療
と
臨
床
講
義
　
養
生
所
の
開
院
後
、
多
数
の
患
者
が
診
療
を
受
け
に
来
て
、
二
・
三
週
後
に
は
七
十
人
に
も
上
っ
た
。
養
生
所
規
則
に
基
い
て
診
療
事
務
を
行
っ
て
い
た
幕
府
は
極
貧
の
も
の
か
ら
は
乙
名
、
散
使
の
連
署
の
も
と
に
無
料
診
療
を
行
な
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
は
特
別
室
を
設
け
、
一
目
、
ニ
メ
キ
シ
コ
ド
ル
を
徴
収
し
た
。
こ
れ
は
多
年
の
希
望
で
特
別
室
が
附
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
外
国
船
入
港
に
際
し
、
一
般
患
者
の
み
な
ら
ず
、
天
然
痘
、
チ
フ
ス
、
コ
レ
ラ
、
骨
折
患
者
、
或
い
は
死
者
が
そ
の
船
客
、
水
夫
中
に
い
て
、
停
船
中
の
甲
板
上
で
そ
の
処
置
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
便
さ
と
時
間
潰
し
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
ポ
ン
ペ
に
と
っ
て
も
、
諸
国
の
商
船
や
艦
船
に
と
っ
て
も
便
宜
で
あ
っ
た
。
然
し
そ
の
報
酬
は
長
崎
会
所
の
臨
時
収
入
で
、
ポ
ン
ペ
は
そ
の
特
別
手
当
を
受
け
な
か
っ
た
。
　
開
院
二
・
三
日
後
、
診
療
に
来
る
男
女
が
殆
ん
ど
裕
福
な
役
人
階
層
で
、
貧
民
階
層
の
市
民
た
ち
は
病
院
を
訪
れ
る
こ
と
を
琿
る
　
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
風
が
あ
っ
た
。
叉
、
入
院
に
際
し
て
も
、
役
人
な
ど
は
一
般
市
民
と
一
室
に
収
容
さ
れ
る
こ
と
を
好
ま
ず
、
市
民
も
身
分
が
違
う
た
め
、
同
室
を
揮
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ポ
ン
ペ
は
入
院
す
る
役
人
叉
は
妻
子
を
特
別
室
に
収
容
し
、
貧
困
な
入
々
を
救
う
目
的
で
も
あ
っ
た
養
生
所
規
則
を
有
効
な
ら
し
め
る
よ
う
努
め
た
。
身
分
の
高
い
婦
人
が
美
し
く
着
飾
り
、
五
・
六
人
の
侍
女
と
共
に
来
院
す
る
こ
と
は
珍
し
く
な
か
っ
た
が
、
そ
の
処
置
も
公
平
に
取
扱
い
、
患
者
一
、
人
を
入
れ
た
が
、
兎
角
役
人
と
の
抗
争
に
悩
ん
だ
ポ
ン
ペ
は
で
き
る
だ
け
譲
歩
し
な
が
ら
厳
格
な
態
度
を
と
っ
た
。
　
長
崎
の
市
民
に
と
っ
て
、
規
則
正
し
い
食
事
を
と
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
、
そ
の
習
慣
で
あ
っ
た
随
時
の
採
食
も
漸
次
改
め
ら
、
れ
、
二
・
三
週
後
に
は
ポ
ン
ペ
の
指
示
に
従
う
よ
う
に
な
っ
た
。
殆
ど
毎
目
米
食
を
す
る
の
は
洋
食
の
高
価
な
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
慣
習
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
然
し
何
故
洋
食
を
用
う
べ
き
か
と
い
う
理
由
を
知
っ
て
後
は
、
却
っ
て
洋
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第
八
節
　
養
生
所
の
診
療
と
臨
床
講
義
食
を
好
む
よ
う
に
な
っ
た
。
当
初
、
ベ
ッ
ト
に
臥
す
こ
と
に
も
馴
れ
ず
、
迷
惑
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
後
で
は
す
っ
か
り
馴
れ
た
。
　
ポ
ン
ペ
は
養
生
所
に
移
っ
て
か
ら
朝
八
時
に
出
勤
し
て
廻
診
を
な
し
、
生
徒
は
ポ
ン
ペ
に
従
っ
て
来
て
指
導
を
受
け
た
。
全
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
教
育
方
法
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
生
徒
等
は
三
ケ
月
交
代
で
こ
の
ポ
リ
ク
リ
ニ
ー
ク
を
分
担
し
た
が
、
教
科
課
程
は
糊
帯
学
、
処
方
箋
記
載
、
調
剤
室
に
お
け
る
調
剤
、
食
事
と
入
浴
の
監
督
、
牛
痘
種
痘
の
記
載
、
病
歴
簿
や
日
記
の
保
存
等
で
あ
っ
た
。
　
薬
局
に
お
い
て
は
調
剤
の
実
習
を
な
し
た
。
そ
し
て
廻
診
後
、
外
来
患
者
の
診
察
を
行
な
い
、
ベ
ッ
ト
の
側
で
臨
床
講
義
を
二
時
間
ほ
ど
与
え
た
。
そ
の
後
午
後
三
時
ま
で
休
憩
し
、
五
時
ま
で
講
義
を
続
け
た
。
叉
、
午
後
の
院
内
廻
診
後
は
自
由
で
あ
っ
た
。
こ
の
課
業
時
間
は
余
り
に
多
き
に
過
ぎ
る
と
申
出
る
生
徒
も
出
た
が
、
ポ
ン
ペ
は
苦
情
を
許
さ
な
か
っ
た
。
松
本
良
順
は
よ
く
指
導
を
手
伝
っ
た
。
生
徒
も
後
で
規
律
を
よ
く
守
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
医
学
生
は
一
度
こ
の
職
業
を
決
定
し
た
以
上
は
、
そ
れ
に
全
力
を
尽
す
べ
き
で
あ
り
、
自
分
に
患
者
が
寄
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
そ
の
病
人
に
尽
す
べ
き
で
、
自
分
の
身
体
を
思
う
べ
き
で
は
な
い
と
ポ
ン
ペ
は
諭
し
て
い
る
。
　
養
生
所
に
は
ベ
ッ
ト
は
最
初
百
二
十
備
え
て
あ
っ
た
が
、
後
に
特
別
用
の
ベ
ッ
ト
が
増
加
し
、
百
二
十
四
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
常
に
平
均
七
十
か
ら
八
十
の
ベ
ッ
ト
が
用
い
ら
れ
た
。
ポ
ン
ペ
は
一
年
間
に
九
百
三
十
人
を
取
扱
い
、
七
百
四
十
人
が
全
治
し
た
。
九
十
四
人
は
長
期
治
療
に
よ
り
退
院
し
、
九
十
四
人
は
未
治
療
の
ま
ま
退
院
し
た
。
死
亡
者
は
十
三
人
で
、
そ
の
う
ち
七
人
は
コ
レ
ラ
患
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
二
つ
の
屍
体
が
無
親
族
で
あ
っ
た
た
め
、
解
剖
実
習
に
用
い
た
。
そ
し
て
三
十
七
人
が
不
治
で
あ
っ
た
。
開
院
一
年
後
の
丈
久
二
年
八
月
二
十
八
日
、
　
（
一
八
六
二
年
九
月
二
十
一
日
）
に
は
四
十
六
人
が
入
院
加
療
中
で
あ
っ
た
。
　
ポ
ン
ペ
の
給
与
は
最
初
オ
ラ
ン
ダ
政
府
か
ら
年
俸
七
百
グ
ル
デ
ン
を
麦
給
さ
れ
て
い
た
が
、
一
八
五
八
年
四
月
十
六
日
（
安
政
五
年
三
月
三
目
）
付
で
、
四
月
以
後
は
年
俸
七
百
五
十
グ
ル
デ
ン
に
昇
給
し
た
。
わ
が
国
か
ら
は
一
ケ
月
の
俸
給
一
貫
四
百
六
匁
二
分
五
厘
の
割
合
で
支
給
さ
れ
た
。
　
さ
て
、
ポ
ン
ペ
が
日
本
在
留
五
ケ
年
間
に
診
療
し
た
日
本
人
患
一82一
者
数
は
、
一
万
四
千
五
百
三
十
人
で
、
養
生
所
で
診
療
し
た
患
者
を
除
け
ば
、
男
は
五
千
六
百
人
、
女
は
五
千
七
百
人
、
小
児
は
二
千
三
百
人
で
あ
っ
た
。
　
ポ
ン
ペ
は
医
学
所
に
お
い
て
特
殊
疾
患
や
そ
の
治
療
に
関
す
る
講
義
と
内
科
学
各
論
の
講
義
を
し
、
更
に
、
外
科
手
術
学
及
び
眼
科
学
等
を
講
義
し
た
。
学
生
に
は
動
物
を
実
験
せ
し
め
、
血
管
結
紮
な
ど
の
手
技
を
習
得
せ
し
め
、
外
科
手
術
手
技
を
上
達
せ
し
め
た
が
、
特
に
佐
倉
藩
医
佐
藤
尚
中
は
大
村
町
の
伝
習
所
時
代
同
様
、
講
義
の
分
担
を
受
持
っ
て
、
ポ
ン
ペ
の
最
も
尊
重
し
た
外
科
医
で
あ
っ
た
。
佐
藤
尚
中
は
幾
度
も
人
知
れ
ず
屍
体
を
使
用
し
て
手
術
を
試
み
、
外
科
手
術
は
誠
に
上
達
し
て
い
て
、
正
確
で
迅
速
で
、
冷
静
で
あ
っ
た
。
然
し
こ
の
佐
藤
尚
中
の
場
合
は
特
別
の
例
外
で
、
わ
が
国
の
外
科
医
の
誰
も
が
尚
中
と
同
程
度
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ポ
ン
ペ
は
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
外
科
書
を
採
用
し
て
外
科
手
術
の
要
約
を
著
わ
し
、
生
徒
に
役
立
た
せ
よ
う
と
し
た
。
　
眼
科
学
は
学
説
も
手
術
手
技
も
教
え
、
多
数
の
手
術
を
行
っ
た
。
ポ
ン
ペ
の
統
計
で
は
長
崎
市
民
の
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
眼
疾
患
に
か
か
つ
て
い
る
。
眼
科
学
を
特
別
に
研
究
し
た
い
人
は
日
本
に
渡
れ
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
ば
よ
い
と
さ
え
ポ
ン
ペ
は
述
べ
、
稀
病
眼
球
癌
に
も
一
．
二
例
接
し
た
。
ポ
ン
ペ
が
講
義
の
参
考
と
し
た
眼
科
書
と
し
て
、
松
本
良
順
に
贈
っ
た
『
眼
科
図
譜
』
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あ
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な
お
、
本
書
は
佐
藤
恒
二
博
士
、
伊
東
弥
恵
治
博
士
を
経
て
、
千
葉
大
学
医
学
部
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
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第
八
節
　
養
生
所
の
診
療
と
臨
床
講
義
　
文
久
二
年
七
月
（
一
八
六
二
年
八
月
）
、
眼
科
学
講
義
を
終
り
、
社
会
医
学
の
う
ち
ま
だ
講
義
を
し
て
い
な
か
っ
た
法
医
学
と
医
事
法
制
を
補
講
し
た
。
叉
、
産
科
学
の
特
殊
講
義
も
行
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
講
義
も
終
り
、
閏
八
月
二
十
二
日
（
陽
暦
十
月
十
五
日
）
に
ポ
ン
ペ
は
六
十
一
名
の
学
生
に
別
れ
を
告
げ
た
。
そ
し
て
学
生
の
希
望
に
よ
り
授
講
し
た
す
べ
て
の
人
に
修
業
証
書
を
授
与
し
た
。
そ
れ
は
第
一
級
証
書
（
学
術
・
実
地
と
も
に
成
績
優
で
、
二
十
二
人
が
授
与
さ
れ
た
。
）
、
第
二
級
証
書
（
成
績
良
で
、
よ
く
協
力
し
た
者
で
、
十
六
人
が
授
与
さ
れ
た
。
）
及
び
第
三
級
証
書
（
可
、
自
力
で
は
患
者
診
療
の
不
充
分
な
も
の
で
、
二
十
三
人
が
授
与
さ
れ
た
。
）
の
三
種
で
あ
っ
た
。
　
さ
て
、
ポ
ン
ペ
の
講
義
中
、
最
も
強
い
影
響
を
与
え
て
い
た
当
時
の
医
学
者
と
し
て
は
フ
！
フ
ェ
ラ
ン
ド
、
ヴ
ン
デ
ル
リ
ッ
ヒ
、
ロ
キ
タ
ン
ス
キ
ー
、
ジ
ー
ヘ
ル
、
ウ
了
一
ー
ベ
ル
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
等
が
あ
り
、
そ
の
他
、
コ
ロ
デ
オ
ン
、
フ
ェ
ー
ル
レ
の
説
も
引
か
れ
て
い
て
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
各
国
の
医
学
の
最
新
学
説
を
可
能
な
範
囲
で
、
収
め
よ
う
と
努
力
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
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